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背景

• 平成18年学校教育法の一部改正および、平成19年4月すべての学校にお

ける特別支援教育実施スタート

• 特別支援教育の対象は従来の心身に明らかな障害を有する肢体不自由

や知的障害、盲、聾などに加え、平成17年施行の発達障害者支援法で定

義される、ASDなど発達障害の児童生徒を含み幅広くなった

• 特別支援教育は対象児の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援

するという視点に立つ

• 特別支援教育は、個々人の教育や発達ニーズを把握し、その持てる力を

高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必

要な支援を行う

• 特別支援教育は、従来の養護学校（現・特別支援学校）、盲学校、聾学校、

普通校特殊学級のみならず、普通校特別支援学級、普通校通級指導教室、

普通学級で行われる

• 発達障害者支援法では、医療、保健、福祉、教育及び労働に関する業務

を担当する関連機関相互の緊密な連携の必要性を述べており、特別支援

教育の現場でも作業療法士を含む外部専門家との連携が進みつつある



東京都の現状

• 東京都特別支援教育実施計画第三次実施計画推進中 （平

成22年〜28年）

• 平成24年6月都立知的障害特別支援学校における外部人材の導入

に関する検証委員会が設置された

• 主な議題は、平成28年度までに都内すべての知的障害特別支援学

校に外部専門家（OT・PT・ST・CP 等）を導入するに当たっての人材確

保や学校教員と外部専門家達との連携の在り方であった

• 知的障害特別支援学校へ、平成24年度に3校、今年度は新たに 6

校 が外部人材として作業療法士を導入したが、その確保は学校独

自のルートで行われていた

• 各校に常勤配置か非常勤か、あるいは地区別雇用とするか等は、今
後審議される



作業療法士の現状

• 日本作業療法士協会では、第二次作業療法５ヵ年戦略
（2013–2017）の重点事項として、特別支援教育への参画を
謳っている

• 発達障害領域の作業療法士は、国内の作業療法士全体の
約3％と非常に少ない

• 東京都においても全都士会員に占める割合は非常に少ない

• 発達障害領域の地域支援に関する人材育成は、東京都で
は必ずしも十分とは言えない

• 現状では、平成28年度までに東京都教育委員会から全ての
特別支援学校への作業療法士の配置を要請された場合、そ

の需要に応える供給は難しいと言わざるを得ない



特別支援校とOT導入の現状（肢体）

１８校（内１７校導入）

2013.9.30現在

：OT導入校



特別支援校とOT導入の現状（知的）

４０校（内９校導入） 2013.9.30現在：OT導入校



パイロット事業の目的

• 今回のパイロット事業では特に、特別支援学校で
活躍できる作業療法士の人材育成プログラムを開

発を主軸に以下の３点を目的とした

①人材育成のためのカリキュラム作成

②人材育成のための研修会の実施

③派遣人材バンク登録モデルおよびオンラインリカ

レント教育事業の企画



パイロット事業実行委員会

• 発達障害領域を専門とする作業療法士および、他領
域からの人材育成を視野に入れ、発達障害以外を専

門とする委員を加え、以下の6名を実行委員とした

伊藤祐子 （首都大学東京大学院人間健康科学研究科作業療法科学域）

小林法一 （首都大学東京大学院人間健康科学研究科作業療法科学域）

田辺美樹子（自宅・知的障害特別支援学校教育支援員）

酒井康年 （うめだ・あけぼの学園）

波多野裕子（東京都立志村学園）

小野寺泰子（東京都立品川特別支援学校）



①人材育成のためのカリキュラム作成

• 実行委員による、カリキュラム検討会の実施

• 都士会員全員に対する「特別支援教育への
就労に関する作業療法士の意識についての

アンケート（全数調査）」を実施

• 既に外部専門家として特別支援学校に関与
しているOTに「実務者向けアンケート」を実施

アンケートを行うことにより、会員の意識、現場での問題点、課題、

研修会に望むことなど、研修会に盛り込むべき内容を収集

アンケートを行うことにより、会員の意識、現場での問題点、課題、

研修会に望むことなど、研修会に盛り込むべき内容を収集



特別支援教育への就労に関する

作業療法士の意識（全数調査）

１）アンケートの目的

特別支援教育への就労に関する作業療法士の関心や意識について、以下の４点

を明らかにする。

（１）特別支援学校等で働くことに対する都内作業療法士の関心の程度

（２）希望の勤務形態

（３）人材育成プログラムに期待する研修内容

（４）転職に伴う不安

２）調査実施期間：H25年11月～H26年１月

３）対象者および実施方法

（１）対象者

平成25年11月19日現在における東京都作業療法士会の正会員全数（2267名）を
対象とした。

（２）実施方法

返信ハガキで回答を求める質問紙郵送法とした。アンケートの配布は、全会員に

郵送される東京都作業療法士会ニュースを利用した。平成25年11月発行の「東京

都作業療法士会ニュースNo.153）」に依頼文および質問項目を記載したハガキを

同封し、投函されたハガキを回収した。



全数調査結果

• 有効回収率11.5%

• 回答者の70％が、特別支援教育領域への就労に興味あり

• OT経験年数が短い程、興味の度合いが強い傾向

• 現在の職域が小児分野以外の回答者も関心がある
• 常勤の雇用形態を希望する割合が高い
• 回答者の80%が、人材育成研修会への参加希望あり

• 自由意見の内容は、以下3点に大別された

– 特別支援教育分野に対する《《《《興味と期待興味と期待興味と期待興味と期待》》》》に関するもの

– 《《《《転職に当たっての不安転職に当たっての不安転職に当たっての不安転職に当たっての不安》》》》に関するもの

– 特別支援教育分野における作業療法を開拓・展開していくための
様々な《《《《対策対策対策対策》》》》の必要性に関するもの

対策には研修会内容への希望が多数含まれた。主に、「初歩的知識」

「体系的知識」「OT実践の知」「担当業務・役割」「学校の文化・社会」の内

容が求められていた

結果の詳細は報告書をご参照ください。



特別支援教育領域OT実務者への

アンケート調査 （実務者調査）

１）目的

この調査は、東京都内の特別支援教育における作業療法の現

状について概要を把握し、当事業で取り組むべき課題や人材育成

研修内容への示唆を得ることを目的として実施した

２）方法

都内の特別支援学校に外部専門家として勤務する作業療法士

に、メールまたは郵送にて依頼文及びアンケート用紙を送付し調

査を実施した

３）調査内容

氏名（任意）、OT協会会員番号（任意）、性別、年齢、OT経験年
数、発達障害領域経験年数、特別支援教育経験年数、仕事先区

分と頻度、仕事内容、特別支援教育における困難感、本事業研修

会への要望、これから特別支援にかかわる人材へのアドバイス、

その他（自由記載）



実務者調査結果

• 16名の回答

• 現場での仕事内容は、「児童生徒に対して」「教員に対し
て」「保護者に対して」に大別され、内容は多岐にわたって

いた

– 児童に対して：身体機能、姿勢の評価と支援、環境調整という
キーワードが多く含まれていた

– 教員に対して：対象生徒のアセスメント結果を担当教員に報告
するとともに具体的な助言・指導・アドバイスの実施

• 現場で難しいこと：「“学校”についての理解」「教員とのコ
ミュニケーション」「外部専門家支援のシステム」「作業療

法士の経験と技量」に分類された

• 人材育成研修会に期待すること：「具体的な環境調整方
法」「参加やコミュニケーション評価法」「良いモデルの提

示」「必要最低限の知識」「これから関わるひとへのエンパ

ワメント」など

結果の詳細は報告書をご参照ください。



２日目１日目

カリキュラム作成

• アンケート結果および実行委員の意見を統合し、２日間の研
修会カリキュラムを作成した

主たる内容としては、発達障害及び

発達障害領域作業療法に関する基

礎知識や、発達障害に関わる関連職

種の専門知識で知っておくべきもの

を取り上げた。

次の４つの講義を設定した。１つ

の講義は90分で実施した。

（１）発達障害に関する基礎知識

（２）各種疾患に関する基礎知識

（３）アプローチ法に関する基礎知識

（４）評価に関する基礎知識

特別支援教育に関わる際の基礎知識

東京都教育委員会が進めている特別

支援学校における外部専門家導入事

業への参画を主とし、特別支援学校の

外部専門家導入事業に携わる意思が

ある、作業療法士を対象に想定した。

次の５つの講義を設定した。講義時

間は、各プログラムの末尾に記す。

（１）外部専門家として関わるには（70）

（２）東京都の特別支援教育（90）

（３）学校における連携とは（40）

（４）学校における連携 肢体不自由特

別支援学校における実際（60）

（５）学校における連携 知的障害特別

支援学校における実際（60）

外部専門家としての必須知識



②②②②人材育成の人材育成の人材育成の人材育成の

ための研修会ための研修会ための研修会ための研修会

研修会参加者

１日目 ４２名

２日目 ５３名

（両日参加者 ３２名）



研修会の様子



研修会実施後アンケート（1日目）
• 特別支援教育に関わる際の基礎知識（１日目）の研修会に関する意見では、研修会

の継続開催を望む声が多く、入門と実践（実践者）に分けた開催、在宅でも受講できる

システム、時間数増や定期的あるいは細切れなど、開催方法についての様々な提案

があった。

１）研修内容に関する意見：基礎知識の内容以外に追加するものとして

学校の様子・現状を知る情報、教員から現状や外部専門家に対する要望を直接聞き

たい、学校での外部専門家としての実践例、病院での仕事との違いを知りたい など

２）『基礎知識』については、正常発達に関する内容や導入と実践に分けた確認を求める

意見もあった

３）事例での実践紹介には、現場での実践がイメージしやすいように具体的支援方法をビ

デオなどの映像利用した情報提供を望む意見があった

４）他分野からの受講者の意見には、「基本的には身障領域と対象者と関わる時の考え

方や姿勢は変わらない」「子どもを対象とするときの独特さがあったと思うので、その

視点を教えてほしい…今回はその内容になっており興味深かった」との記載もあった。

５）パイロット事業に関しては、教育分野への入職方法、人材育成や入職後のフォロー体

制に関する意見があり、参加者の多くが特別支援教育に関わる仕事に興味を持って特別支援教育に関わる仕事に興味を持って特別支援教育に関わる仕事に興味を持って特別支援教育に関わる仕事に興味を持って

いるいるいるいることが分かったことが分かったことが分かったことが分かった。

結果の詳細は報告書をご参照ください。



研修会実施後アンケート（2日目）
• 2日目終了後の研修会に関する意見では、一日目同様に研修会の継続開催を希望す
る意見と東京都の特別支援教育制度について知る機会を得られたことが有益であっ

たとの感想とともに下記内容の意見があった。特別支援教育に関わる仕事への興味

を持っており、そのための人材育成に関する種々の提案があった

１）人材育成に対する提案

都の教育システム、教育の世界の常識についての講義、他職種の外部専門家

の話（OTとの連携）、特別支援教育コーディネーターとのコラボ研修、教育側（教員側）
からの講義、グループワークやシミュレーション、 アドバンスコースなど

受講生は、講義に加えグループディスカッションや作業療法士以外の学校関係者受講生は、講義に加えグループディスカッションや作業療法士以外の学校関係者受講生は、講義に加えグループディスカッションや作業療法士以外の学校関係者受講生は、講義に加えグループディスカッションや作業療法士以外の学校関係者

を講師とした企画を期待していることが分かったを講師とした企画を期待していることが分かったを講師とした企画を期待していることが分かったを講師とした企画を期待していることが分かった。

２）パイロット事業に関する意見

研修会の企画実施方法に関すること、広報に関すること、人材の育成や選定、フォ

ロー体制に関する様々な意見の提案があった。

広報の方法（早く、広く…、開催の継続および定期的開催、時間数増、細切れ開催
…、在宅でも受講できるシステム、特別支援教育に関与している人たちの集まり（事例
検討・勉強会、情報交換、相談し合える場など）、外部専門家の育成には、経験年数

など、条件が必要ではないか など

受講生は、特別支援教育に作業療法士が関わることは必要であり、そのための受講生は、特別支援教育に作業療法士が関わることは必要であり、そのための受講生は、特別支援教育に作業療法士が関わることは必要であり、そのための受講生は、特別支援教育に作業療法士が関わることは必要であり、そのための

人材育成や継続して働く支援システムを都士会に期待していることが分かった人材育成や継続して働く支援システムを都士会に期待していることが分かった人材育成や継続して働く支援システムを都士会に期待していることが分かった人材育成や継続して働く支援システムを都士会に期待していることが分かった。



③派遣人材バンク登録モデルおよび

オンラインリカレント教育（案）

• 専用ホームページを作成し、都士会会員にアナウンス
するとともに、アクセスした会員が、ホームページ上で会

員として登録できるようにする

• 東京都教育委員会やその他の地域事業者からの求人
要請も、ホームページ上で受け付け、条件に応じて人材

バンクから適切な会員を派遣する

• 子育てや介護などの諸事情により、決まった日時、場所
で開催される研修会に参加しづらい在宅会員が、研修

を受けられるようリカレント教育プログラムのオンライン

化を実施する



キッズフェスタアンダー１８における広報

• 事業トータルの成果として期待される、特別支援教育領域における外部

専門家としての作業療法士の連携推進は、長期的視点に基づく作業療

法士の職域拡大、雇用の創出につながるものであることから、児童・生

徒、保護者、教員が多数来場する「キッズフェスタアンダー18」に、東京都

作業療法士会として出展し、本パイロット事業の取り組みを紹介し、ア

ピールした



別支援教育人材育成に関するホームページ開設

ホームページ試案1の画面 今後必要な情報や機能を追加していく予定



事業のまとめ①

人材育成のためのカリキュラム作成について人材育成のためのカリキュラム作成について人材育成のためのカリキュラム作成について人材育成のためのカリキュラム作成について

「基礎知識編」と、「必須知識編」からなる２日間、計９科目のカ

リキュラムを作成した。

小児や発達障害領域の経験がない会員の人材育成における、

基礎知識の内容と研修の方法が示唆された。

特に、学校制度の理解を深めるような

カリキュラムを工夫した

より具体的にわかりやすく、イメージしやすい

カリキュラム

現場での実務教育（On the Job Training）

既存の研修の活用



事業のまとめ②

②②②②人材育成のための研修会の実施について人材育成のための研修会の実施について人材育成のための研修会の実施について人材育成のための研修会の実施について

• 全会員へのアンケート調査より

回答者の約8割が研修会への参加を希望しており、関心の高さがうかがわれた。しかしその一
方、今後特別支援教育領域で働くことへの不安もあり、本研修会への期待がうかがわれた。

• 研修会当日の参加者は、現在発達障害領域で働く会員の参
加が最も多かったが、身体障害、老年期、精神障害領域と

他領域からの参加者もあった。

• 研修会終了後のアンケートでは、研修会の継続的実施、年
複数回の開催、在宅で受講できるシステム等への要望があ

り、今後も都士会が継続的に研修を行っていくことが求めら

れていた。

関心と不安

本研修会

への期待

就労



事業のまとめ③

③③③③派遣人材バンク登録モデルおよびオンラインリカレ派遣人材バンク登録モデルおよびオンラインリカレ派遣人材バンク登録モデルおよびオンラインリカレ派遣人材バンク登録モデルおよびオンラインリカレ

ント教育事業についてント教育事業についてント教育事業についてント教育事業について

• 本事業に関しては、今年度中の完成は困難であった

• ホームページを立ち上げ、そこに含めるコンテンツをとシステ
ムを構築中

• 研修会前後のアンケート結果からも、特別支援教育分野へ
の興味関心の高さがうかがわれ人材バンクへの登録希望者

の潜在性が示唆された

• 会場に足を運ばず在宅で受講できるシステムへの要望

• より早く広い情報発信などが求められていた



今後について

都士会事業として継続

①研修会カリキュラムの再検討

今年度の結果を反映させ、カリキュラムはより効

率的かつ充実した内容へと構築する。

②研修会実施

研修会は年1回程度の開催を予定する。

③派遣人材バンク登録モデルおよびオンライン

リカレント教育事業の実施

都士会ホームページにリンクさせる形式で活用で

きるようにする。



おわりに

• 平成24年度に東京都教育庁の都立知的障害特別支援学校

における外部人材の導入に関する検証委員会が設置された

ことを受け、東京都作業療法士会では今後の人材育成につ

いて新たに検討を始めなければならないと考えていた時期

に、本事業に採択され、実施できたことは、非常に時宜にか

なった取り組みを推進できた点で意義深く感謝している。

• しかし、まだ事業は端緒を開いたばかりであり、これからの
取り組みがますます重要であろうと感じている。今後とも、本

事業の結果を活かし、わが国の特別支援教育に関する社会

情勢を掴みつつ、日本作業療法士協会の取り組みと連携し

ながら、東京都作業療法士会の活動を継続、発展させてい

きたいと考える。



ご清聴ありがとうございました

本事業にご協力くださいました東京都作業療法士会すべての会員の皆様

心よりお礼申し上げます。

また、研修会の実施に関しては

山本 優氏（東京都教育庁指導部特別支援学校教育担当課長）、

田中節子氏（東京都立多摩桜の丘学園外部専門家 作業療法士）、

秋山頼子氏（東京都立品川特別支援学校外部専門家 作業療法士）に

ご協力をいただきました。改めて深謝いたします。


